
VI 
住居跡出土赤色塊の成分分析
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図版1.住居跡出土赤色顔料と顕微鏡写真 （スケール； No5~12が20μm)

l.N区26号住居跡出土 2皿区28号住居跡出土 3皿区29号住居跡 4皿 区30号住居跡

5.26号住居跡出土パイプ状ベンガラと珪藻化石 (Cymbellanaviculiformis$号住居跡出土パイプ状ベンガラと珪藻化石 (Naviculamutica) 

7.29号住居跡出土パイプ状ベンガラと珪藻化石 (Cymbellanaviculiformis9号併居跡出土パイプ状ベンガラと珪藻化石 (stauroncisphoenieor 

9.29号住居跡出土パイプ状ベンガラと珪藻化石 (Pinnulariasubcapital:<...29号住居跡出土パイプ状ベンガラと珪藻化石 (Gomphonemaparvulum) 

11.29号住居跡出土パイプ状ベンガラと珪藻化石 (Cymbellanaviculifo吐aaい号住居跡出土パイプ状ベンガラ
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付篇 中郷田尻遺跡科学分析
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｀ 図 1. 29号住居跡出土赤色顔料の蛍光X線スペクトル図• X線回折ス ペク トル図

［蛍光X線スペクトルの記号］
Si;ケイ素、 s;イオウ、 K;カリウム、 Ca;カルシウム、 Mn;マンガン、 Fe;鉄、 Rh;ロジウム

[X線回折スペクトルの鉱物］
Hematite ;赤鉄鉱、 Maghemite;磁赤鉄鉱
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VII 放射性炭素年代測定

閲パレオ・ラボAMS年代測定グループ

小林紘ー・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・

Zauri Lomtatidze • lneza Jorjoliani 

1.はじめに

中郷田尻遺跡より検出された隆起線文土器片の内

表 1 測定試料及び処理

測定番号 I遺跡データ 試料データ

PLD-38121jj言：号遺物集中LV-21I言tr， ．土器付箔物 内面（おこげ）

3.結果

表 2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位

体比 （a 13c )、同位体分別効果の補正を行った14c

年代、 14c 年代を暦年代に較正した年代を、図 lに暦

年代較正結果をそれぞれ示す。

14c年代はADl950年を基点にして何年前かを示

V11 放射性炭素年代測定

面付着物について、加速器質量分析法 (AMS法）に

よる放射性炭素年代測定を行った。

2. 試料と方法

測定試料の情報、調整データは表 lのとおりであ

る。試料は調整後、加速器質量分析計（パレオ・ラ

ボ、コンパクト AMS:NEC製l.5SDH) を用いて測

定した。得られた14c 濃度について同位体分別効果

の補正を行った後、 14c 年代、暦年代を算出した。

前処理 測定

超音波煮沸洗浄
酸 ・アルカリ ・酸洗浄
（塩酸1.2N．水酸化ナトリウム0.5N，塩酸1.2N)

PaleoLabo 
NEC製コンパクトAMS・!.5SDH

した年代である。 14c 年代(yrBP) の算出には、 14c

の半減期として Libbyの半減期5568年を使用した。

また、付記した14c 年代誤差 （士 l(J)は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の

14c 年代がその冗年代誤差内に入る確率が68.2％で

あることを示すものである 。

表 2 放射性炭素年代測定及び暦年代較正の結果

測定番号
o 13c 14c 年代

('Yoo) (yr BP士lび）

PLD-381 -31.7士0.19 12,570土50

なお、暦年代較正の詳細は以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の14c濃度が一定で半減

期が5568年として算出された14c年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14c

濃度の変動、及び半減期の違い 化Cの半減期5730

士40年）を較正することである。

14c 年代の暦年代較正には OxCal3.10（較正曲線デ

ータ ：INTCAL04)を使用した。なお、 1(1暦年代

範囲は、 OxCalの確率法を使用して算出された14c 年

代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であ

14c 年代を磨年代に較正した年代範囲

1(J暦年代範囲 証暦年代範囲

13,0lOBC (68.2%} 12,700BC 13,150BC (95.4%} 12,450B 

り、同様に 2パ晉年代範囲は95.4％信頼限界の暦年

代範囲である 。カッコ内の百分率の値は、その範囲

内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸

上の曲線は14c 年代の確率分布を示し、二重曲線は

暦年代較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のう

ち、その確率が最も高い年代範囲については、表中

に下線で示してある。

4. 考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年代

較正を行った。得られた暦年代範囲のうち、その確

率の最も高い年代範囲に着目すると、それぞれより
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付篇 中郷田尻遺跡科学分析

確かな年代値の範囲が示された。

調査の知見では、草創期あるいは早期の遺物と予

想されていたが、測定結果は草創期の初めの年代値

を示している。
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図 l 暦年代較正結果：測定番号PLD-3812（試料ー II区6号遺物集中出土土器片の内部付着物）
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図版ー 1

III区西より小野子山を臨む

I11区西より榛名山を臨む



図版ー2

II1区西FP上全景 （南から）
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図版ー 5

II区FP下水田跡 II区FP下水田跡

II1区FP下水田跡検出作業 皿区FP下水田跡検出作業



図版ー 6

m区東FP下水田跡 （東から）

m区東FP下水田跡 （北から）



図版ー 7

I11区東FP下水田跡田面の様相

II1区東FP下水田跡検出作業



図版ー 8

m区東FP下水田跡（東から） I11区東FP下水田跡検出作業

m区東FP下水田跡耕作痕 皿区東FP下水田跡畦畔土層



図版ー 9

II1区西FP下水田跡全景 （南から）

III区西FP下水田跡全景 （東から） II1区東FP下水田跡全景 （東から）



図版ー10

III区西FP下水田跡全景 （南から） III区西FP下水田跡

llI区西FP下水田跡 I11区西FP下水田跡より榛名山を臨む



図版―11

m区西FP下水田跡 m区西FP下水田跡

m区西FP下水田跡 llI区西FP下水田跡耕土下



図版ー12

FP下水田跡畦畔上層断面 FP下水田跡畦畔土層断面

皿区西FP下水田跡耕土下 III区西FP下水田跡耕土下

m区西FP下水田跡耕土下 m区西FP下水田跡耕土下



図版ー13

II区FA下水田跡（西から）

m区東FA下水田跡（西から）



図版ー14

m区東FA下水田跡 III区東FA下水田跡

II1区東FA下水田跡 III区東FA下水田跡覆上上層



図版ー15

llI区西FA下水田跡全景（南東から）

9乞：、

m区西FA下水田跡全景 （北東から）



図版ー16

皿区西FA下水田跡全景 （南西から）

llI区西FA下水田跡 llI区西FA下水田跡

皿区西FA下水田跡木材出上状態 I11区西FA下水田跡木材出土状態



図版ー17

FA下水田跡畦畔土層断面 FA下水田跡畦畔土層断面

FA下水田跡畦畔土層断面 FA下水田跡畦畔土層断面



図版ー18

I11区東縄文面調査風景

m区東縄文面遺物出土状態 III区東縄文面遺物出土状態



図版ー19

I11区東縄文面遺物出土状態 I11区東縄文面遺物出土状態

I11区東縄文面遺物出土状態 m区東縄文面遺物出土状態



図版ー20

II1区東縄文面遺物出土状態 II1区東縄文面遺物出土状態

皿区東縄文面遺物出土状態 lil区東縄文面遺物出土状態





図版ー22

I11区東黒色土中木材出土状態 m区東黒色土中木材出土状態

皿区東黒色土中木材出土状態 I11区東黒色土中木材出土状態



図版ー23

m区東黒色土中木材出土状態 I11区東黒色土中木材出土状態

I11区東黒色士中木材出上状態 I11区東黒色上中木材出土状態



図版ー24

I11区西縄文面遺物出土状態

II1区縄文面遺物出土状態

III区縄文面遺物出上状態 m区縄文面遺物出土状態



図版ー25

III区西縄文面遺物出土状態 m区西縄文面遺物出土状態

I11区西縄文面遺物出土状態



図版ー26

m区西縄文面 1号木組状遺構

ょ
m区西縄文面 1号木組状遺構東景



図版ー27

I11区西縄文面 1号木組状遺構

m区西縄文面 1号木組状遺構調査風景



図版ー28

III区西縄文面遺物出土状態

I11区西縄文面遺物出土状態
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m区西縄文面遺物出土状態

I11区西縄文面遺物出土状態



図版ー29

皿区西縄文面遺物出士状態 m区西縄文面遺物出土状態

m区西縄文面遺物出土状態 I11区西縄文面遺物出土状態



図版ー30

皿区西縄文面遺物出土状態 m区西縄文面遺物出土状態

III区西縄文面遺物出土状態 m区西縄文面遺物出土状態
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III区西縄文面木材出土状態 m区西縄文面木材出土状態

III区西縄文面木材出土状態 m区西縄文面木材出土状態



図版ー32

m区西縄文面木材出土状態

III区西縄文面木材出土状態 ]]]区西縄文面木材出土状態



図版ー33

I11区西縄文面遺物出土状態 llI区西縄文面遺物出土状態

III区西縄文面調査風景 llI区西縄文面調査風景



図版ー34

II1区西縄文面木材出上状態 I11区西縄文面木材出土状態

I11区西縄文面木材出土状態 III区西縄文面木材出士状態



図版ー35

II1区西縄文面木材出土状態 皿区西縄文面木材出上状態

III区西縄文面木材出土状態 m区西縄文面木材出土状態

皿区西縄文面木材出土状態 m区西縄文面木材出土状態



図版ー36

III区西縄文面最終調査面 m区西縄文面最終調査面

III区西縄文面最終調査面
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